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平成11年度大学院外国語学研究科博士号取得者

国際関係論専攻

Alejandro Javier López Lamia 
PRIVATIZATION OF INFRASTRUCTURE AS A DEVELOPMENT
STRATEGY : A Political-Centered Analysis of Selected Latin
American Cases

平成11年度大学院外国語学研究科修士論文

国際関係論専攻

※1998年度修士論文題目（追加記載）

河合　浩代 「中立的」な国連による「平和の強制」の矛盾ボスニア
紛争を事例として

草野　大希 米国の軍事介入政策の変容：冷戦期と冷戦後－ドミニカ
共和国とコソボ自治州への介入を事例に

坂野　泰子 ケネディの「進歩のための同盟」 －その失敗と、同盟
の基本理念との関係についての考察－

藤嶋　千尋 中東欧諸国の世界経済への統合過程
－市場経済化における意義

林　　ゆり Third Party Mediation as a Means of Civil War Settle-
ment：Empirical Analysis by Quantitative Methods

ISMAILOV,Gursel The United States in Soviet-Japanese Relations, 1945-1956
金井　　淳 中国の核開発をめぐる中ソ関係の展開

－1949～1964年
今田奈帆美 軍備管理における連鎖反応の原因－冷戦終結期を例として－

島津　正礼 タイ中間層の価値観と新仏教運動
－タンマカーイ運動の言説形成の分析
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LUENGO,Florencia,Andrea The Breakdown of Taisho Democracy Towards a Political
Shift of Power (1931-1936)

溝上　芳恵 人道的活動を巡るフランスの価値基準－ルワンダ内戦介
入の「失敗」に関する一考察－

四宮　史子 クメール民族主義者ソン・ゴク・タンの一考察－完全独
立と政治の「近代化」をめぐって（1930年代-1954年）－

高橋　文雄 19世紀末、シブトゥ（Sibutu）島をめぐる国際政治（列
国間の勢力均衡外交による協調を中心として）

常冨　勇人 安全保障レジームの変容と有効性
－NPT体制とIAEA保障措置の分析－

横倉　真弥 改革解放後の政治体制－政治システムの変遷を通じての
考察－

言語学専攻

林　美　� 中国人および台湾人日本語学習者の談話展開における
〔視点〕の分析

柳田　珠江 失語症者の単語把持にかかわる意味の役割について
赤羽根栄子 ３歳児から６歳児における複合語アクセント規則の獲得
有田　美保 Análisis Contrastivo de la Distribución de los Exponentes

Anafóricos lo y así en las Construcciones Atributivas
藤野　華子 El Objeto Nulo en el Habla Infantil del Español
中村　信子 A Cognitive Analysis of Noun Phrases with Epistemic

Adjectives
尾崎かをる 高齢者の社会参加と自己決定
須田　拓基 Some Observations on Null Complement Anaphora in

English
山田　晶雄 Estudio Sobre el Aspecto y Aktionsart en 《estar +

gerundio》
吉田　明生 A Study of Vocabulary Learning while Reading: Effects of

Learners’ Attention and Readiness
金山　節子 失語症者のプロソディ知覚能力に関する研究
田村 利恵 失語症者の会話分析－対話者の違いが与える影響とその
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効果について－
金　　容澤 時間的限定の接続表現「ウチニ」－「アイダニ」との比

較分析
反町　眞見 失語症患者及び健常者における漢字単語の読解過程につ

いて－意味判断課題における形態効果と音韻効果－
乘松　直子 失語症者の授受動詞の理解に関する研究
乗田　華江 Children’s Symmetrical Interpretation
竹田　礼子 難聴児に対する話し掛け方の検討
竹内　映子 知的障害者の感情表現の理解－知的障害児・者に対する

態度との関連－
吉田　道子 On the Notion of Mora and Speech Errors

地域研究専攻

片山　郷子 メガワティ・スカルノプトゥリ：スハルト政権末期にお
ける「民主化のシンボル」としての役割を中心に

三上　　彰 インドネシアジャワ島におけるゴミ処理と廃品回収業の
現状分析－人々の生活の中でのモノのめぐり－

蓼沼理恵子 中世イベリア半島における異文化共存－アンダルス・ユ
ダヤの世界とその影響－

辰巳　頼子 フィリピン・マラナオ社会における新イスラーム知識人
の誕生

江村　美紀 海の民と内発的発展－インドネシア東部　東南スラウェ
シ州バジョ人の生活から－

藤井　嘉祥 先住民と労働移動－グアテマラ西部高地における生産形
態の歴史的変遷－

林　　文恵 米国の対ラ米麻薬政策－1980年代中米関係と政策の転換
に焦点をあてて－

Hor Sokuntheary Contemporary Pottery Making in Cambodia
Case Study on Cambodian Rural Community in Phum
Andong Russey, Kampong Chhnang Province

伊藤かおり 宗教・信仰・文化－インドネシア・スンバ島における伝
統宗教の位置づけをめぐって－



－ 138 －

Ly Vanna SAMRONG SEN  Early Workshop of Material Culture in
the Flooded Area of Tonle Sap River, Kampong Chhnang,
Cambodia

前山　真吾 スペイン植民地時代の特異空間としてのレドゥクシオン
（布教村）－イエズス会グアラニー「国家」の一世紀半
（1609年－1767年）

増山　久美 メキシコ市南部の人と暮らし－トラウアクにおける事例
研究－

大岩　　玲 複数文化主義のブラジル－都市部の日系人の事例を中心
に－

小野林太郎 ボルネオ島サバ州東岸地域における海洋資源利用形態の
変遷と生態環境

齋藤　直哉 アルゼンチンにおける構造調整政策の成果と課題
榊　　真一 メキシコにおける教会と国家～クリステロ戦争を契機と

する協調関係の再構築～
隅田登紀子 歴史資料としてのクメール陶器－タニ窯跡群発掘出土遺

物より－
高岡　　豊 イブン・バーディースのイスラーム改革運動とその社会

的影響
塚原亜希子 フランス植民地期サイゴン、チョロン地区における都市

形成の経済的背景について－サイゴン米の集積地として
の役割を中心に－

渡会　　環 ネイションとしての「ブラジル」－多文化社会における
ナショナリズムと地域的多様性に関する一考察－

Yamaguchi Ana Elisa在日日系ブラジル人移動形態「リピーター型」の再検
討－滋賀県長浜市の事例を中心に－

山崎　洋之 辺境のエコ・ツーリズム－エクアドル・アマゾンの例－
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平成11年度外国語学部卒業論文

英語学科

柴田真里子 In Quest of Paradise: The Achievements of the Japanese
Pioneers of the Kona Coffee Industry in Hawaii

松本　裕子 言語習得と言語の性質・普遍構造
萩野　絵美 Backstory of Hollywood
木村　健作 Kerouac Under the Beat Image
今野　裕子 Ideals and Reality --Roles to Perform 

The Plantation Mistress and her Slaves in the Antebellum
American South

脇　奈津子 A Comparative Study of Commodity Futures Markets in
the US, UK and Japan 

亀飼　麻紀 Peach Can（卒業翻訳）
嶋田　晶子 Peach Can（卒業翻訳）
永原　律子 Sweet Valley High #21 Runaway（卒業翻訳）

ドイツ語学科

長井　聡子 ドイツ語標準語化におけるプレステージの役割
益尾　隆彦 「阿呆物語」の文学的位置づけ:三十年戦争を生きた作家

グリンメルハウゼン
関　　智也 Die Entwicklung der Geld- und Währungspolitik im

Rahmen der Europäischen Wirtschafts- und
Währungsunion

N谷　佳奈 現代ドイツの中等学校における道徳教育の展開

フランス語学科

福谷　　敏 国民統合と共和制
柴谷　　晋 「ノルウェイの森」における言葉の問題
林　　裕子 La Participation des Pères à l’éducation des Enfants (0 à 6

ans) et les Aides Sociales en France et au Japon （日本と
フランスにおける父親の育児参加とその支援策について）
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伊藤　　康 「小さな物語」をめぐる考察
小黒　　静 マルセル・エイメ－「変化」する人々
下口谷　充 笑いの役割－チャップリン前後－

イスパニア語学科

丸山千絵子 García Lorca-Perfil de un poeta y la angustia interna, la
homosexualidad

佐藤　朋美 アルゼンチン・コルドバ市における日系人日本語教育--意
義の変遷--

朝倉　麻耶 ラテンアメリカの都市化と都市問題　メキシコ市のケー
ス

鈴木　義教 メキシコの学校教育における南北格差
安野由岐子 ラテン・マジック”リッキー・マーティン”---99アチチ

なラテンブーム再考
網野　航介 アホジャ村落民の社会正義を求める闘い
松本　有加 オクタビオ・パス--詩的創造における人間性の追求---
岸　みづき へローナ《天地創造のタピスリー》月暦図を中心とした

基礎的研究

ロシア語学科

宮村真知子 ロシアにおける大地信仰についての考察
村上　真由 ダニイル・ハルムスの世界
伊豆田あかり デカブリスト運動―シベリアにおける生活と教育活動
打越　高行 ソ連・ユ－ゴ対立再考―コミンフォルム設立期を中心に
内藤　拓男 現代ロシア語におけるいわゆる中立語順についての一考

察　―対話文からの統計をもとに

ポルトガル語学科

青木　理一 ミア・コウト　―人と文学―
磯谷　佳宏 ブラジルにおける大統領選挙と人種
金古　真紀 ブラジルにおけるファベーラの都市化と環境問題―サン

パウロ州サン･ベルナルド･ド･カンポ市を例に―
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板谷　早苗 テレブラス民営化　―ブラジル経済の変化と世界通信産
業の変革の中で―

伊東恵理香 ブラジル女性の社会進出
近藤　悠子 ブラジルのＣＭとそのこだわり
村田　美帆 軍事政権下のシコ・ブアルキ　―時代の代弁者―
中村　満季 日本とラテンアメリカ
鈴木　　薫 ブラジルの教育と社会格差
高野有加里 新しい資源の導入　―パルプ産業とケナフ―
冨山亜沙子 ブラジル日系企業の経営移転から探る日本企業の動向
上田　真弓 ブラジリアにおける貧困問題　―ロリス知事の貧困政策

を中心に―
若木　克仁 日本の海外資源開発
吉田　陽子 世界銀行の融資のあり方　―アマゾンにおける開発を例

として―
吉川　由紀 ブラジルの民主化と定着への道のり
吉成たか子 フランスのポルトガル人　―ＥＵ域内における労働移動

の一事例―

国際関係副専攻

熊倉　　彩 Devolution as a Method for Building Good Governance
恵羅さとみ 日本における流動的労働市場　―外国人労働者の位置を

めぐる考察―
小川　典子 新たな開発のパラダイムを求めて　―持続可能な開発と

は―
小林　達男 フィンランド経済の再生
岡本　典子 食糧安全保障　－Food Security―
西村　　健 日本異質論の一考察
仲澤　　純 戦争観を通じて見た武力行使規制とその実際
今家　史絵 労働市場の柔軟化について
浜田美樹子 経済建設委員会とテクノクラート
金丸　悠子 The Reduction in CO2 Emissions through the

Implementation of Taxes
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中尾　佳枝 ブラジルのインフレと所得格差
土岐　朝子 Japanese Agriculture
石本　明子 アメリカ型民主主義　―連邦制における権力分立―
曲田　美雪 日本における住民投票　―アメリカ合衆国を主要モデル

としての比較分析―
神代恵里奈 国際資本移動に対する政策対応のあり方
尾崎　竜平 ＹＥＮの国際化
布施奈奈枝 フランスの目指す移民との共生
西牧　光子 国際結婚　―その新しい在り方と日本人女―
澁谷麻里香 地域紛争解決における国際連合と地域的機関
武田　範子 ＮＰＴ体制の不平等構造と原子力発電所の拡散
平林　百合 スペインの現代政治と地域主義

―バスク地方を中心に―
湯本亜希子 ロシアからソビエトへ　―文化の変遷と継承―
勝部　悠人 ベルギー王国の連邦制

言語学副専攻

戸次　徳久 Japanese Sentence-Final Particles in Discourse
沢村　恵子 “ＤＥＮＮ”：ドイツ語におけるモダリティ表現―ミヒャ

エル・エンデ作『モモ』を基に―
茂木　良治 フランス語CD-ROMの利点と問題点―学生から見たコンピ

ューター教材―
山崎　　陽 主体と他者の言語学　

アジア文化副専攻

齋籐　千尋 フィリピン人の海外移住と日本：定住へ向けて
水谷　竹秀 アジアにおけるツーリズム文化とバックパッカー
谷口　加奈 日本の教育援助についての一考察
小林　友紀 ビルマと仏教
山本　涼子 トルコ料理とは何か
平山佳恵子 東南アジアで大成功を収めている日本漫画
合o 由貴 民族は何故殺し合うのか
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古川　法子 フィリピン芸術におけるモダニズムの誕生と歴史
山口　亜子 近代都市テヘランの成長
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